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西
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．
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．
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司
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．
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し
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い
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あ
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し
て
数
育
本
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唱
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完
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を
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し
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篭
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燈
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燈
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翻
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潔
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．
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篭
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菌

憂
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菜
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．
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岡
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。
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．
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築
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．
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あ
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懲
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ら
れ
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藷
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工

青
年
幽
と
政
治
活
動

　
縛
巳
㊤
．
〉
ノ
モ
ン
ラ
シ
ー
は
巧
に
青

年
及
び
胃
寧
■
’
そ
、
そ
の
u
T
り
方

が
騒
く
批
判
ざ
れ
ξ
よ
（
X
，
．
t
l
つ
．
）
b

　
青
弔
團
の
圭
体
怜
の
確
立
、
著
幅
二

道
疏
の
昂
揚
等
鰻
く
叫
ば
れ
て
げ
n
y
e
　
｛
i

わ
け
て
も
背
年
と
し
て
の
『
政
治
意
蔵

の
油
養
が
大
巻
く
取
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
反
面
青
年
（
團
）
自
体
そ
の
意
訓

緬
蛭
に
至
る
ま
で
の
傭
立
レ
た
研
究
課

居
亀
●
る
’
r
乙
文
く
、
竃
奮
ψ
レ
彗
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
の

l
鴎
つ
て
a
“
・
f
i
，
・
i
t
鵡
t
s
食
N
，
J
；

で
、
険
鵠
と
題
々
と
は
8
8
よ
モ
幡
頂
い

も

O
き

S
t
r
D
志
邊
る
．

　
酸
ど
は
わ
れ
’
、
国
民
生
活
に
圏
結

し
、
暁
日
の
轟
し
の
一
喜
一
憂
を
左
右

し
、
日
粛
茶
飯
時
一
秒
を
刻
む
時
酎
の

針
の
間
に
も
存
在
す
る
も
の
で
あ
つ
て

N
の
形
態
は
上
は
図
家
の
政
治
よ
り
下

は
わ
れく
の
庄
む
小
さ
な
部
膳
ま
で

も
あ
る
。

　

『青
年
團
と
し
て
政
治
を
研
ぞ
し
、

政
治
に
関
心
を
持
つ
こ
と
は
よ
い
が
’

政
冶
鶏
動
を
巳
つ
て
は
い
口
冷
£
と

よ
く

絹
く

こ
と
で
あ
工

故
階
治
浬
動
を

か
と

い
う

理
由
を
百

臼
苔
出
集
欝
る
で

；

ou
t
1

守N
煤
h
”
r
，
R

思

う
。
〔
羨

す
る
と

ー
、

更
絹
已

に
肪
る
」
で
一
■
没

を
●
の
宕
断
力
や

　
成
熟
し

て
い
な璽
『

　
動
的
に
危
瞼
で
　
　
　
－
友

2
、
脊
年
〃
X
が

か
否
か
が
疑

闘
で
輻

3
、
青
年
咋
一
〇
L

　
民
亨
コ
芦
年
霞
遁
冒
を
固

’

．

が
　
　
　
レ
㌧
り
●
，

管
二
∫
れ
’
　
　
。
年
■
8
一
9
M
；
乃

に
問
題
が
仏
る
o

　
私
は
『
樹
年
團
よ
主
体
陛
を
守
g
i

N
墳
う
よ
り
も
、
嵩
年
圏
が
掲
つ
て
U

o
怠
8
唇
を
認
め
て
や
り
度
い
o

　
t
l
t
U
’
）
1
〆
凌
否
定
（
考
察
の
霞
に

）
1
1
・
野
　
㊧
■
■
匠
認
臥
志
、
行
爲

を
他
に
及
ぼ
†
－
●
一
●
守
5
在
に

父

主
体
的
江
白
巳
に
　
庄
◎
烏
，
」
吉
食

ぽ
績
の
抵
抗
の
中
に
立
つ
¢
4
．
九
工

　力
輻
、
し
渋
ρ
鳳
曇
弓
“

〃
　
：
a
C
　
，
，
　
’
，
る
・
　
一

難
繍
灘
竃
灘
鷲
蹴
蹴
灘

　
要
は
政
治
に
対
す
る
意
醐
昂
揚
の
腺
程

　
ど
認
動
の
方
法
程
度
範
囲
の
如
珂
に
あ

　
二

　
’
t
’
ぢ
・
‘
ヱ
葬
仁
故
治
に
司
す
る

　
　
＝
し
を
題
頗
し
汚
定
す
0
二
u
t
■
n
翼

　
に
矛
眉
し

贈
代
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ

　
る
。

　
　
現
在
各
地
域
習
年
姻
■
の
討
趨
の
焦

　

点
と
も
な
つ
て
い
る
こ
の
雛
問
に
対
し

　
公
民
館
の
立
場
か
ら
南
年
團
は
勿
論
、

　
砒
会
一
般
に
対
し
或
程
度
の
一
線
を
引

　
守
今
後
の
参
考
に
責
し
度
い
と
思
う
。

　
　
2
年
が
（
酉
体
と
∨
て
も
）
も
O
を

　
口

、
葦
オ
、
縛
う
こ
き
は
5
皐
貧
に
向

に　

由
で
あ
ユ
の
で
、
十
子
才
の
e
の
で
も

1　

二
十
才
、
ご
十
五
才
の
も
の
で
も
政
柏

　

蓮
動
は
行
つ
て
も
よ
い
キ

思
う
e

　
　
パ
ぶ
二
（
■
を
悟
漢
ナ
る
政
治
を
切
g

　
零
し
て
考
え
る
こ
と
は
出
來
な
い
し
、

　
我
々
が
民
圭
々
義
を
認
め
る
限
り
吐
会

　
に
対
す
る
人
間
の
関
心
、
行
動
は
不
可

　
　
な
“
・
ン
＝
、
う
よ
つ
か
゜
’
ろ
助
異
し
（
‘
け

　
　
　
松
元

　
　
　
巾
松

戻
担
◎
大
山

　
　
　
岩
下

　
　
　
毛
下

ぽ
各
ザ
艀
司

　
　
　
b
原

　
　

工
■

林
轟
◎
馬
込

畏鵠議蟹灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の菖
ど
う
霞
謡
壁

轟
高
詞
ぷ
瑳

口
c
　
’
乙
置
お
，
°

D
〃
畜
㎡
．
・
・
　
　
一
オ
」
ρ
♂
オ
〉

．

・

漠
実
に
安
協
す
る
乙
と
が
抵
乞
へ

糞
力
）
を
な
く
し
財
政
問
題
か
ら
く

る
内
向
的
た
考
ヌ

が
圭
体
性
を
な
く

す

る
o
　
都
会
と
地
方
の
環
境
的
相
癌
は
あ
る

が
吐
会
の
緊
張
を
緩
和
レ
圭
体
呼
を
確

立
ず
る
に
は
青
年
團
を
し
で
批
判
の
立

場
に
在
る
ぺ
営
で
あ
る
。

　
即
ち鞘
η
め
■
尾
二
毒
冑
年
を

＿
’
～
▼
べ
N
’
n
民
▲
▼
る
n
と
文
葛

S
云
t
t
g
萢
．

　
KH
内
月

の
遍
拳
に
は
二
十
七
才

の

國
会
蕎
員
や
村
畏
や
区
会
題
員
が
出
二

こ
う

レ
て
冑
年
が
村
町
縣
国
の
実
際

治
に
権
利
と
責
任
を
ざ
つ
て
自
分
の

村
府
縣
や
国
を
浬
営
し
改
革
し
向
上

展
さ
し
で
行
く

こ
と
は
遡
歩
で
あ
る
。

が
、
反
面
選
挙
の
悶
丈
演
脱
を
聞
苦
、

値
苗

痴■

1i
内
塑
■

川
辺
哲
一

9
R
合
a

昭
和
二
十
入
年
度

＆
本
年
度
卿
一
回
部
落
畏
禽
は
助
殴
、

敏
入
投
以
下
各
課
畏
圭
任
出
熔
、
■
金

■
長
、
教
青
度
外
町
内
各
9
嘱
8
俸
憂

臨
席
の
下
に
夫
る
四
月
二
十
七
3
虻
■

会
趨
事
堂
に
お
S
て
開
0
盲
れ
9
し
た

　先
づ
本
年
度
ω
事
○
牢
恒
に
つ
，
，
”
．
v

助
役
よ
り
説
明
が
ロ
b
s
t
’
y
s
で
各
腺

長
の
圭
管
碩
勝
に
鶴
ナ
る
撫
細
な
説
明

麟
殼
“巽
唖
醗
麗

篤害
わ
れ
芭
し
カ
。

　
先
づ
噂
属
麟
行
の
問
題
に
つ
い
て
（

当
日
は
■
蚕
が
五
分
遅
れ
潅
の
で
あ
つ

セ
）
今
後
町
の
諸
行
事
に
は
全
て
時
閥

メ
ガ
v
・
ン
v
，
叫
f
瑚
R
こ
と
が
政
治
に

a
l
v
す
呑
こ
と
『
、
は
含
、
、
．
叉
冑
年
竈

●
に
爵
い
て
盛
に
自
由
寛
が
ど
う
だ
鮭

曳
寛
が
ど
う
だ
等
と
鴎
じ
合
う
姿
を
見

蘭
す
る
が
之
は
政
治
の
一
部
に
関
心
を

持
ち
研
究
す
る
面
に
於
い
て
は
一
の
発

展
で
あ
る
が
、
然
レ
そ
れ
は
厭
ん
の
政

口
、
霜
作
面
橿
は
S
く
ら
、
闇
家
非
闘

　
　
斥
）

　
　
　
薗

坦
瓦
＄

国
内

E
占

繭
川

毛松
下元

け
い
る
か欝
’
　
・

　
政
s
e
と
k
i
わ
れ
く
L
　
v
　
．
n
｝
↑

　
あ
る
問
題
を
如
何
に
し
て
桝
力

　v
か
と
い
う

乙
と
で
あ
り
、
ま
ず
－
：

　
q
武
㊨
ニ
ヨ
男
を
ど
う
レ
て
働
か
せ
る

　
か
～
．
」
う
唱
■
よ
り
出
発
し
、
自
分
の

　
任
ん
司
．
、
工
町
笥
●
望
陵
レ
て
行
く

　
腐
に
は
N
う
．
U
　
Y
，
　
l
l
－
．
“
、
と
e

　
う

生
活
に
最
も
口
」
伸
ぽ
る
『
■
（
ヤ
O
■

　
決
し
江
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
N
5
、
C
，

　
そ
の
爲
に
は
解
決
す
べ
舎
基
礎
課
題
の

　
責
料
の
知
職
が
必
要
と
な
つ
て
く
る
o

　
　
旬
ち
モ
の
基
礎
知
醐
が
政
治
性
の
め

　
’
ま
四
Ω
鍋
養
）
で
あ
り
、
知
職
に
基
い

　
さ
行
曳
が
珪
呂
活
■
と
し
て
現
わ
れ
る

　
u
“v

竃
g
る
事
t
‘
く
し
て
禎
政
、
縣
政

　
を
培
ず
る
●
は
、
・
い
季
£
が
大
挙
の
本

プ
を
説
も
う
と
い
う
不
r
m
へ
t
l
も
の
v
’
　
£

政

る
。
有
名
な
二
宮
翁
は

町
　
　我
と
い
う

x
大
元
を
尋
ぬ
れ
ば

発
　
　
喰
う
と
萄
る
と
の
二
っ
な
り
け
り

　
　
と
よ
ま
れ
た
が
、
政
治
と
は
x
j
の
　
i
f
我

　

s
の
聞
題

　
　
　
　
　
　
の

　
　
現
の
衣
禽
　
　
）

　

　
と
を
5
卸
　
　
一

本
町
各
苧
稜
里
徒
獄
宜
一
の
ト
づ
コ
ー
マ

海

餓
考

O
多

徴
あ

る
こ
と

に
■
み
、
こ

れ
C
予
訪
匂
粛
協
■
金
が
閉
斐
催
の
下

に
六
月
十
－
）
M
l
閲
催
さ
れ
法
レ
た
が
、

モ
の
予
防
対
策
と
し
て
次
の
埴
り
実
施

励
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
池
の
で
皆

従
方
の
御
協
力
を
御
願
い
致
レ
ま
す
。

　
　
予
防
対
策

一、

家
麗
へ
の
廻
望
事
項
．

（
1
）
学
稜
等
で
如
阿
に
治
僚
や
予
防

　
に
努
め
て
も
家
庭
の
協
力
が
な
け
れ

　
ば
あ
な
は
よ
り
ぎ
せ
ん
の
で
　
み
　

餓
論
と

会
の
現
実

紹
ヌ
間
は

地
域
計

　
　
　
1
、

J

甦酬

鑓
確
嬬鯉
輔
誤
有

　
　
　
山
ノ
内
　
　
　
黒
掴

　
　
　
中
松

徽
罰
◎
肺
川
　
牧
原
山
元
（
千
）

　
　
　
前
園
中
松
　
　
　
以
上

　
　
　
　
■
会
事
務
局
畏
　
笑
野
　
濁 瞳

下

・㌧

市麓
雛
霧匿
琵
酷
輔

風
呂
の
設
傭
に
つ
と
め
る
乙
と
o

11
、
学
稜
へ
の
嬰
盛
叢
　
一

（
1
）
衛
牛
原
想
の
徹
吐
を
訂
り
子
供

涯穫庭
衛
珪
の
U
恕
霧

（
2
）
手
洗
を
，
署
じ
し
め
る
。
二
’

（
3
）
蛋
症
但
者
は
程
医
等
の
指
示
を

　
受
け
手
術
轡
を
行
い
冶
僚
せ
し
め
る

　
こ
と
。

（
4
）
鴻
水
で
洗
眼
す
る
こ
と
は
治
僚

　
及
予
防
と
な
る
の
で
こ
れ
を
励
行
已

　
し
め
る
こ
と
。

111
、
1
般
対
策
　
　
（
1
）
何
、
公
民
館

　
保
健
所
、
相
口
力
し
て
衛
止
ω
想
瞥

　
及
徹
底
を
計
り
眼
r
対
す
る
閉
心
を

　
深
め
る
こ
と

　
　
民
　
生
　
課

’

δ

．

，
卜

N

」

s

s

？

●

寸

i

（二缶±＿

ノ
『

　
　
i

es
　
弔

1L

　　　　　　　　　　　　〆

’

／
‘
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（2）号4・H爾報町占根大

昭
和
二
十
八
年
二
月
一
日
施
行
の

農
業
基
本
調
査
結
果
に
つ
い
て

㊤
歳
に
わ
た
る
集
計
を
給
オ

こ
l
に
本

町
の
闘
業
経
営
の
概
要
を
発
表
出
廉
る

事
に
な
り
ま
レ
治
こ
と
は
、
調
査
員
各

位
の
御
協
力
に
よ
る
賜
で
あ
る
と
深
く

感
謝
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。
　
　
、

こ
の
結
果
が
、
申
轡
制
に
よ
る
も
の
で

あ
れ
ぱ
相
当
む
じ
ゆ
ん
が
生
ず
る
事
は

免
ぬ
か
れ
抱
い
事
実
で
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
遷
巣
経
営
の
改
善
に
役
立
ち
、

麗
家
の
み
な
さ
ん
の
参
考
に
貿
ず
る
処

が
あ
れ
ぱ
幸
甚
の
至
り
で
あ
り
N
す
e

今
こ
、

に
鯛
査
項
目

に
從
つ
て
昭
和
二

士
ハ
年
二
月
一
日
現
在
で
行
わ
れ
た
島

鵠
基
本
胴
査
結
果
と
比
駁
し
つ
つ
醗
明

申
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲
農

家

数

　
鴎
家
盈
は
l
r
O
八
七
戸
で
二
十
六

　
年
に
比
べ
る
と
．
一
七
戸
の
減
と
な
つ

　
て
い
る
が
、
こ
れ
は
聯
内
縣
外
へ
の

　
全
戸
鰯
出
と
み
ら
れ
る
o

▲
農
家
人
ロ

　
I
家
人
口
は
一
一
、
六
一
七
人
で
、

　
二
十
六
年
に
比
べ
る
と
ニ
1
1
六
人
の

　
減
と
N
つ
て
い
る
。
こ
の
麗
家
人
口

　
の
減
も
冑
幽
と
■
外
出
民
に
ょ
る
も

　
の
と
み
ら

れ
る
。

昭和28年7月10日
▲
年
間
農
業
従
事
者

年
間
騒
業
に
從
事
す
る
も
の
0
侯
は

男
二
、
八
〇
五
。
女
二
’
九
ニ
ニ
K

で
酎
茄
、
七
二
七
人
で
、
苗
定
人
口

　
の
四
九
％
に
当
る
o

▲
農
繁
期
だ
け
農
妾
に
維

事
す
る
も
の

　
K
l
七
九
人
。
女
一
七
l
人
。
針
三

　
、
・
．
」
人
ご
歯
家
人
口
の
三
％
に
当
る

▲
■
秦
作
業
に
從
事
し
な

　

い
も

の

　
男
二
、
；
’
　
，
C
　
P
t
t
b
　
M
，
二
、
八
八
四

　

人
計
翼
、
ヂ
内
○
長
↓
一
国
家
人
口
の

　

四
八
％

に
当
矛
．

▲
農
業
常
雇
世
●

1
　
t
　
．
，

一一＿＿＿sS＞＿：M／“　x｛tc）？＄g．N｝gx

縣　　【　　　　常　　庄　　tW　　綿　　員

：麟碧鶴麟罐審
女男女男

雛
゜
女

年間頂
業に從

男
女

．

男総数

179

424

（減）

245

171 12’656．

350　　2・916

（鼠）　（減》

179　　2＆｝

2．884

3．083

（滅）

一旦

2．922

2．6b5
　　へ

（増）

267

2．805

2・415

《幻）

390

5・977

e．dSB

（減）

111

垣・640

5・755

（戚）

115

11・617

11・843

（減）

　　226

蜘彊
剴
鵠
彊
引
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る

に
l
日

六
百
本
、
一
日
の
労
貸
二
百
円
と
し
て

計
算
し
た
遠
白

十
二
日

宇
で
弐
千
あ
目

E
、
稗
作
り
盾
付
が
一
日
千
本
で
七
日

㊤
の
千
五
目
円
、
堀
取
り
が
一
日
千
茄

百
本
で
千
円
、
計
茄
千
円
で
此
の
挿
苗

⑦
山
田
拶
合
七
割
と
見
て
冗
千
参
百
本

C
■
が
険
e
晶
’
此
0
菌
竈
買
う
と
す

島
ヱ警
s
w
t
　
，
“
呈
e
●
　
n
i
R
◎
経

■
繧
缶
尺

で
L一

量
司
．
金
．
亀
心
大
口

こ
れ
以
人
・
に
ジ
、
・
口
費
二
野
島
に
●
簡

出
來
る
散
少
く
共
自
分
の
山
に
ロ
O
為

苗
は
自
分
で
作
る
磯
努
力
し
造
林
補
助

金
を
他
の
山
の
手
入
れ
費
に
当
つ
て
増

々
立
涙
な
山
に
育
て
上
げ
る
壕
に
致
し

凌
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒
不
審
の
点
は
森
林
組
合
に
遠
匿
な
く

　
　
貯
繊
養
分
の
多
い
蒸
散
作
用
の
比
駿
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
問
合
せ
願
い
ま
す
。

　
　
　
少
』
・
鵠
期
を
詞
ん
’
．
行
う
の
で
あ
り
ま

・

す
・
即
美
竺
呂
旬
よ
“
1
1
1
月
下
゜
°
…
…
譲
漢
恕
濃
罐
゜

眺
騰
議
灘
蹴
嚥
蟻
融
籟

　
　
ち
禰
川
ず
朽
．
冗
す
Z
ゴ
旦
が
多
く
含
辱
宴
　
　
　
▲
●
C
●
●
ろ
予
間
電
い
射

sitrt
　　
・
卓
芋
芦
か
ら
杉
己
杜
‥
み
μ
金
貿
又
’
・
’
　
　
　
▲
●
●
ほ
字
共
注
一
会
5
査

　
　育
ら
ん
だ
醤
誓
ζ
曇
皇
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲

も
験
蚕
■
璽
霧
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
を
ま
き
ボ
な

　
　

れ
て
居

り
享
．

　
　奮
二
゜
一
名
三
了
昆
●
貞
に
：
°
°
』
泡
遍
は
涜
声
…
！
…
…
－

　　恒鰭
弓
“
礼
憩
隷
誌
結
　
編
集
後
記

　
　
　
生
、
京
都
が
十
茄
年
生
よ
り
三
十
年
　
　
五
月
芝
十
一
日
の
醐
風
以
來
毎
日
ぐ

　
　
工
、
新
潟
縣
は
二
十
年
庄
よ
の
七
十
年
ず
つ
く
雨
の
多
い
天
候
の
た
め
、
衰
の

　
　
注
、
百
本
ロ
が
・
下
年
注
よ
り
二
十
年
生
取
入
れ
に
も
大
分
文
灘
葦
つ
た
こ
と

　
　
♂
ぶ
．
S
、
ア
嬬
魅
し
て
お
る
が
、
こ
れ
、
担
い
㊤
†
が
・
　
t
i
　
t
・
、
亀
臼
■
○
”
季

　
　
に
L
t
　
“
，
一
V
：
，
　
．
“
i
f
件
噂
l
u
r
り
と
な
り
竃
し
た
．
旨
マ
ん
が
は
仰
智
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
、
夫
々
の
■
■
を
遭
O
ノ
て
司
澱
に

l
l
l
絃
亘㍊一
　　百丁

昆

（
ハ
）
哲
雌
期

　

す
る
期
皿

（
二
）
償
潰
期

　
　
五
年
以
内

右
に
其
の
概
酪

一
回
の
受
付

し

ま
し
た
。

施
さ
れ
ろ
も

望
の
方
誌
ヲ

μ
、
い
た
’

富
息
遥
璽

冨
聾

　
　
　
　
　
コ
　
　
ガ
づ
や
コ

　
　
　
　
蚕
蓼
御

，
g
　
．
－
v
’
、

　
　
吻
　
　
，
　
づ

　
　
　
　
　
’
云
q

　
　
　
　
‘
i

パ

ニ
ば
エ
お
　
コ
コ
づ
ぶ
タ
よ
と
ヤ
た

op
寸
籍
を
除
去
し
上
R
g
p
t
n
g
g
し
て
墓
峯
あ
・
手
け
れ
ど
　
覆
坂
元
窟
郎
）

二

T

，

’
r
　
．
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ふ
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己

＿

）
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司
　
　
－
ロ
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レ
て
私
遠
を
御
摺
鑓
W
御
窪
助
下
さ
い
法

し
て
予
定
の
計
画
に
基
い
て
巧
聴
の
聯

粟
が
実
施
の
途
上
に
あ
り
ま
す
ご
と
は

不
花
巾
の
町
艮
へ
の
慰
み
と
存
じ
ま
ず

　
事
窃
絹
問
閣
は
別
と
レ
て
、
政
治
定

に
察
白
を
窪
じ

た
こ
と

は
諺
オ
な
い
事

実
で
あ
り
、
こ
れ
は
私
共
い
雫
賊
の
た

め
で
申
駅
な
い
次
晒
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
室
白
は
町
艮
の
嬬
町
後
職
員
の
團

結
せ
る
努
力
に
よ
つ
て
と
り
か
K
す
覚

警
あ
り
ま
す
。

　
籾
て
七
月
上
旬
に
池
田
、
r
利
原
の

両
製
茶
工
場
で
二
番
茶
の
製
巡
を
開
始

憤
し
凌
す
o
同
方
面
の
方
は
町
の
施
策

を
肥
●
’
」
苫
用
し
て
■
寺
た
い
と
存
じ

　
会
†
●
　
一
●
基
陰
薯
“
辞
誤
よ
か
つ

　
輪
己
吟
亀
■
も
η
嵩
て
嶋
O
宴
す
が

今
後蚤
己
管
口
坐
墜
文
い
口
征
四
い

致
し

ぎす
。

　
　
稻
作
に
つ
い
て
は
宮
ケ
谷
筏
断
の
脇

文
を
熱
読
し
て
米
の
増
牧
に
努
力
し
て

下
さ
い
。

　

七
月
下
旬
か
八
月
上
旬
頃
宿
利
原
稜

区
に
お
い
て
移
動
役
場
（
町
民
の
声
を

聰
く
会
）
を
実
施
し
、
現
地
の
鍵
際
の

　
潤
を
關
吉
実
情
を
醐
査
し
で
町
欣
執
行

の
I
助
と
致
し
た
い
と
存
じ
て
居
り
ま

†
。
情
こ
◎
計
高
は
鑑
綾
区
毎
に
年
一

巳
は
実
島
し
た

い
と

題
つ
て
勝
り
蒙
す

　
い
よ
ノ
、
田
登
病
の
観
碕
す
る
季
筋

に
な
り
M
し
た
。
皆
吉
ん
万
t
i
　
r
田
1

s
に
『
た
ば
こ
の
乾
債
』
に
儀
は
r
甘

賭
の
植
付
，
C
に
不
眠
K
休
で
從
砲
さ
れ

て
い
る
扇
で
し
よ
う
が
、
そ
の
疲
労
し

た
身
体
の
一
寸
の
す
き
に
博
染
病
は
食

い
入
り
ま
す
。
子
供
の
『
エ
キ
リ
』
に

対
す
る
予
防
対
籔
側
様
、
大
人
自
身
も

充
分
に
自
分
の
身
体
に
注
意
し
、
本
年

は
町
内
か
ら
博
染
病
を
出
さ
な
い
礫
努

a
r
x
て
”
　
’
1
だ
含
た
い
も
の
で
す
。
そ

れ
舌
紀
葡
に
琿
承
拒
の
悶
期
に
な
り
ま

n
’

岡
』

S
．


